
 

 

 

 

 

 

神奈川県行政書士会横浜中央支部規則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章  総  則 

（名称） 

第 １ 条 当支部は、神奈川県行政書士会横浜中央支部と称する。 

（目的） 

第 ２ 条 当支部は、横浜中央支部会員（以下、「会員」という。）の業務の改善及び研修

並びに会員相互の連絡及び調整を図ることを目的とする。 

（支部事務所） 

第 ３ 条 当支部の事務所は、支部長の事務所に置く。但し、支部の運営上、必要がある

場合は、前記事務所とは別に事務所を設けることができる。 

（支部会員） 

第 ４ 条 当支部は、横浜中央支部の区域内に所在する事務所に所属する会員をもって構

成する。 

 

第２章  役  員 

（役員） 

第 ５ 条 当支部に次の役員を置く。 

（１） 支 部 長・・・・・１名 

（２） 副支部長・・・・・３名以内 

（３） 会 計・・・・・２名以内（２名の場合、１名を会計補佐とする） 

（４） 幹 事・・・・・１５名以内 

（５） 監 事・・・・・２名以内 

（相談役） 

第 ５ 条の２ 当支部に相談役を置くことができる。 

 

２ 相談役は、支部に対し多大な貢献があり、見識、人望等ふさわしい者を役員会の承認

を得て、支部長が委嘱する。 

３ 相談役の任期は、本規則第８条第１項の規定を準用する。 

４ 相談役は支部長の要請があった場合に助言し、相談に応じることができる。 

（役員の職務） 

第 ６ 条 当支部の役員の職務は、次のとおりとする。 

（１）支部長は、支部を代表し支部の事務を統括する。 

（２）副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故あるときは、その職務を代理し、支部

長が欠けたときはその職務を行う。 

（３）会計は、支部長を補佐し会計及び経理事務を適正に処理する。 

（４）幹事は、支部長の委任により当支部の事務を処理し、支部事業活動の円滑な運営に

助力する。 



（５）監事は、当支部の会計の状況を監査し、その結果を総会で報告する。 

（支部事務局員） 

第 ６ 条の２ 支部長は、必要に応じて、神奈川県行政書士会横浜中央支部規則施行細則

（以下、「細則」という。）に定めるところにより、支部事務局員（以下、「事務局員」とい

う。）を置き、その事務を処理させることができる。 

（費用弁償） 

第 ６ 条の３ 役員及び相談役（以下、「役員等」という。）には、細則の定めるところに

より、旅費交通費その他の費用を弁償する。 

（役員の選任） 

第 ７ 条 当支部の役員は、支部総会において会員の中から選任する。 

２ 役員の選出の手続きについては、別に定める神奈川県行政書士会横浜中央支部役員等

選出規則による。 

（役員の任期及び支部長の在任期数） 

第 ８ 条 当支部の役員の任期は、就任後２回目の定時支部総会終了のときまでとする。

但し、再任を妨げない。 

２ 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、任期満了又は辞任後においても、後任者の就任までその職務を行うこととす

る。 

４ 第１項但書の規定にかかわらず、支部長は、引き続き３期（各期における在任が就任

後の第２回目の定時総会終結のとき以前に終結する場合もこれを１期とする。）を超えて支

部長として在任することができない。 

（役員等の解任及び退任） 

第 ９ 条 役員等が、当支部の役員等としてふさわしくない行為をしたときは、支部総会

の決議によりこれを解任することができる。 

２ 前項の規定による他、役員等は次の各号のいずれかに該当するときは、退任する。 

（１）当支部の会員でなくなったとき 

（２）神奈川県行政書士会会則第１５条第１項第２号又は第３号に該当したとき 

（３）行政書士法第１４条第２号又は第３号に該当したとき 

 

第３章  機  関 

（機関の種類） 

第１０条 当支部の機関は、支部総会及び役員会とする。 

（支部総会） 

第１１条 支部総会は、定時総会及び臨時総会とする。 

２ 定時総会は、毎会計年度終了後２ヶ月以内に支部長が招集する。ただし、天災その他

の事由によりこれにより難い場合は、招集を延期することができる。 



３ 臨時総会は、役員会が必要であると認めたとき又は会員総数の４分の１以上の請求が

あったときに支部長が招集する。 

４ 支部総会の招集は、会日の７日前までに日時、場所及び会議の目的を付し書面にて会

員に通知しなければならない。 

（支部総会の決議事項） 

第１２条 支部総会は、次の事項を決議する。 

（１）事業報告及び事業計画の承認 

（２）支部の決算及び予算の承認 

（３）支部の役員の選任及び解任 

（４）支部規則の制定及び改廃 

（５）神奈川県行政書士会の理事会に付すべき事項の具申に関すること 

（６）神奈川県行政書士会役員等選出規則による理事候補者の推薦 

（７）その他支部の運営に関する事項 

（支部総会の定足数及び議事） 

第１３条 支部総会は、会員総数の３分の１以上の者が出席（本条第３項による出席を含

む）しなければ会議を開くことができない。 

２ 支部総会に出席することができない会員は、書面により他の会員に表決を委任するこ

とができる。 

３ 前項の規定に基づき表決の委任をした者は、支部総会に出席したものとみなす。 

４ 支部総会の議事は、本規則第２８条（本規則の改正）を除いては、出席した会員の過

半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（支部総会の議長） 

第１４条 支部総会の議長は、その総会において、現に出席した会員の中から選出する。 

（支部総会の議事録） 

第１５条 支部総会の議事については、議事録を作成しなければならない。 

２ 前項の議事録には、出席者数、議事の経過及びその結果を記載し、現に出席した会員

の中から、議長の指名した１名以上の者が署名押印しなければならない。 

（役員会） 

第１６条 役員会は、支部長、副支部長、会計及び幹事をもって構成する。 

２ 役員会は、この規則に定めるほか、次の事項について審議及び決議する。 

（１）事業計画及び予算に関する事項 

（２）支部総会に付議すべき事項 

（３）支部規則その他の規則等の制定及び 

改廃に関する事項 

（４）支部の業務執行に関する事項 

（５）その他上記事項に準ずる事項 



３ 監事は、役員会に出席することができる。但し、議決権を行使することはできない。 

（役員会の招集） 

第１７条 役員会は、必要に応じて支部長が招集する。 

２ 役員会を招集するには、会日の５日前までに、役員会の構成員に通知しなければなら

ない。但し、緊急を要する場合はこの限りではない。 

３ 役員会を開く旨につき、役員会の構成員全員の同意があったときは、前項の招集手続

きを省略することができる。 

（役員会の議長） 

第１８条 役員会の議長は、出席役員の中から支部長がこれを指名する。 

２ 支部長に事故あるときは、出席役員の中から副支部長が指名する。 

 

第４章  会  計 

（収入の構成） 

第１９条 当支部の収入は、次のとおりとする。 

（１）支部交付金 

（２）寄付金 

（３）その他の収入 

（支部会費） 

第２０条 支部会費は、支部の活動上必要があると認められたときは、支部総会の決議を

もって徴収することができる。 

（会計年度） 

第２１条 当支部の会計年度は毎年４月１日より翌年３月３１日までとする。 

（予算） 

第２２条 当支部の予算は、毎会計年度に調整し、定時総会の承認を得なければならない。 

（決算報告書） 

第２３条 支部長は、毎会計年度終了後に前年度の決算報告書及び財産目録を作成し、監

事に提出しなければならない。 

２ 監事は、前項の決算報告書及び財産目録を監査しなければならない。 

３ 支部長は、前項の監査を受けた決算報告書及び財産目録を定時総会に報告し、承認を

得なければならない。 

 

第５章  雑  則 

（慶弔見舞金） 

第２４条 会員が次の事項に該当したときは、慶弔見舞金を贈ることができる。 

（１）結婚 

（２）死亡 



（３）配偶者又は同居親族（一親等以内） 

の死亡 

２ 前項に定める事項の金額その他については、細則の定めるところによる。 

（委員会の設置） 

第２５条 当支部の活動上必要が認められたときは、委員会を設置又は廃止することがで

きる。 

２ 委員会の委員長は、副支部長及び幹事の中から支部長が任命する。 

３ 委員会の委員は、委員長が指名し、支部長が任命する。 

４ 支部長は、必要と認めるときは、委員会の委員を解任することができる。 

５ 委員会の委員については、本規則第６条の２及び第９条第２項を準用する。 

６ 委員会の名称、組織及び運営に関し必要な事項は、細則で定める。 

（表彰） 

第２６条 会員が、当支部の活動について功労があったとき、別途、神奈川県行政書士会

横浜中央支部表彰規程により表彰することができる。 

（支部会員の権利の停止） 

第２７条 支部会員の権利の停止については、神奈川県行政書士会会則第１５条第２項を

準用する。 

（本規則の改正） 

第２８条 この支部規則を改正するには、支部総会において会員総数のうち２分の１以上

の出席（本規則第１３条第３項による出席を含む）により、その出席した会員のうち３分

の２以上の同意を必要とする。 

（準用） 

第２９条 この支部規則で定めない事項については、神奈川県行政書士会の会則を準用す

る。 

 

附 則 

 

この規則は、平成１０年１０月１日より施行する。 

 

この規則は、平成２５年４月１日より施行する。 

 

この規則は、平成２６年５月２０日より施行する。 

 

この規則は、平成２８年５月１２日より施行する。 

 

この規則は、２０１９年５月１４日より施行する。 



この規則は、２０２１年５月１９日より施行する。 

 


